
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
専
門
的
な
研
究
は
近
代
か
ら
始
め
ら
れ
、
特
に
一
九
八
〇
年
代

以
降
は
本
格
的
に
研
究
が
進
展
し
、
近
年
で
は
年
間
十
数
本
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

『
古
事
記
』
に
関
心
を
寄
せ
る
理
由
と
し
て
、
韓
国
に
関
連
し
た
記
述
の
存
在
、
神
話
の
類
似
性

⑴

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
近
現
代
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
受
容
研
究
の
一
環
と
し
て
、
韓
国
で
は
ど
の
よ

う
に
『
古
事
記
』
が
研
究
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
く
た
め
、
近
年
の
学
術
論
文
を
紹
介
す
る
。
今
回
紹
介
す
る
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年
の

特
徴
と
し
て
は
、
日
本
の
神
話
と
韓
国
の
説
話
を
比
較
考
察
す
る
論
、
日
本
の
近
世
か
ら
近
代
に

お
け
る
思
想
に
関
す
る
論
考
の
増
加
で
あ
る
。

⑵

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
研
究
動
向
及
び
、
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
一
三
年
に
お
け
る
研
究
論
文
リ
ス

⑶

ト
に
関
し
て
は
、
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

◇

⑷

論
文
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（R

esearch
Inform

ation
Service

System

）
を
基
本

⑸

⑹

と
し
、
補
助
的
に
Ｋ
Ｓ
Ｉ
学
術
論
文
情
報
とD

B
pia

を
用
い
た
。
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
検
索
対
象
を
韓

国
内
学
術
誌
の
論
文
と
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
古
事
記
」
で
検
索
す
る
と
、
二
七
七
件
が
ヒ
ッ
ト
し

⑺た
。
こ
の
う
ち
本
稿
で
は
、
二
〇
一
四
年
〜
二
〇
一
五
年
の
二
年
間
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の

⑻

期
間
で
は
韓
国
内
で
三
十
七
件
の
学
術
論
文
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
題
目
や
本
文
内
に
加
え
、
論
文

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
「
古
事
記
」
も
検
索
さ
れ
る
た
め
、
論
文
の
主
旨
が

『
古
事
記
』
に
限
ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
（
研
究
年
表
の

、

等
）。
し
か
し
『
古
事

記
』
が
各
方
面
の
研
究
分
野
か
ら
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
も
、
件
数
に

含
め
る
こ
と
と
す
る
。
す
べ
て
の
研
究
論
文
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
発

⑼

行
年
順
に
題
目
等
を
記
し
た
研
究
年
表
を
挙
げ
、
一
部
の
論
文
に
つ
い
て
要
旨
を
掲
載
し
た
。
二

〇
一
六
年
以
降
の
論
文
に
関
し
て
は
、
後
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
六
）

│
│
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
│

田

中

千

晶

研
究
年
表
（
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年
）

※
番
号
に
□
を
付
し
た
論
文
は
後
に
要
旨
を
記
載
す
る
。

題
目

著
者

学
術
誌
名
、
巻
号

発
行
所

発
行
年

1

日
本
文
学
に
現
れ
た
季
節
表
現
の
由
来
│
�
春
秋
優
劣
競
争
�
素
材
を
中
心
に
│

崔
在
喆

日
語
日
文
學
研
究

│
２

韓
国
日
語
日
文
学
会

二
〇
一
四
・
二

２

上
代
神
名
の
借
音
表
記

崔
建
植

東
北
亜
文
化
研
究

東
北
ア
ジ
ア
文
化
学
会

二
〇
一
四
・
三

3

古
代
日
本
の
文
字
文
化
展
開
と
韓
国
系
移
住
民
に
関
す
る
研
究

李
昌
秀

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究

│
１

慶
煕
大
学
校
国
際
地
域
研
究
院

二
〇
一
四
・
三

４

日
本
的
霊
性
論
と
国
学
の
生
命
観

裴
寛
紋

東
ア
ジ
ア
古
代
学

東
ア
ジ
ア
古
代
学
会

二
〇
一
四
・
三

（２３）



５
「
ク
ロ
ン
ド
ン
ド
ン
神
仙
美
」
と
「
ア
メ
ノ
ワ
カ
ヒ
コ
弔
詩
」
の
親
縁
性
に
関
す
る
比
較
文
学
的
な
考
察

金
歓
姫

民
族
文
化
研
究

高
麗
大
学
校
民
族
文
化
研
究
院

二
〇
一
四
・
五

6
『
古
事
記
』
に
あ
ら
わ
れ
た
黄
泉
国

朴
正
義

日
本
學
報

韓
國
日
本
学
会

二
〇
一
四
・
五

７

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
根
源
と
近
代
時
期
の
国
家
主
義
的
変
容
│
記
紀
と
武
士
道
を
中
心
に
│

李
仁
和

東
洋
哲
學
研
究

東
洋
哲
学
研
究
会

二
〇
一
四
・
五

8
『
古
事
記
』
須
佐
之
男
命
の
神
格
再
考
│
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
中
心
に

朴
美
京

東
ア
ジ
ア
古
代
学

東
ア
ジ
ア
古
代
学
会

二
〇
一
四
・
六

９

記
紀
万
葉
の
麻
韻
２
等
字
借
字
表
記
に
つ
い
て
│
古
代
韓
国
漢
字
音
と
の
関
連
の
可
能
性
を
中
心
に

李
京
哲

河
素
偵

比
較
日
本
學

漢
陽
大
学
校
日
本
学
国
際
比
較
研
究
所

二
〇
一
四
・
六

韓
国
と
日
本
の
死
体
転
生
神
話
研
究
│
�
ノ
イ
ル
チ
ェ
デ
ギ
イ
ル
の
娘
�
と
�
オ
オ
ケ
ツ
ヒ
メ
ノ
カ
ミ
�

を
中
心
に
│

金
ジ
ョ
ン
ホ

文
範
斗

朝
鮮
語

朝
鮮
語
学
会

二
〇
一
四
・
六

中
世
の
ヒ
ル
コ
伝
承
│
『
神
道
集
』
を
中
心
に
│

金
英
珠

日
語
日
文
學
研
究

│
２

韓
国
日
語
日
文
学
会

二
〇
一
四
・
八

12

日
本
上
代
文
献
神
話
に
現
れ
た
�
海
�
の
イ
メ
ー
ジ
│
『
古
事
記
』
上
巻
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻

を
中
心
に
│

朴
信
映

日
語
日
文
學
研
究

│
２

韓
国
日
語
日
文
学
会

二
〇
一
四
・
八

日
帝
末
期
同
根
同
祖
論
の
台
頭
と
内
鮮
一
体
論
の
亀
裂

張
信

人
文
科
學

成
均
館
大
学
校
人
文
科
学
研
究
所

二
〇
一
四
・
八

近
世
前
期
日
本
の
戦
争
英
雄
上
の
創
出
と
変
容
の
思
想
的
背
景
研
究
│
市
民
作
家
西
鶴
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
中

心
に

鄭
灐

日
本
學
研
究

檀
国
大
學
校
日
本
研
究
所

二
〇
一
四
・
九

古
事
記
の
構
想

金
祥
圭

東
北
ア
ジ
ア
文
化
学
会
国
際

学
術
大
会
発
表
資
料
集
２
０

１
４
│

東
北
ア
ジ
ア
文
化
学
会

二
〇
一
四
・
十

16

日
本
神
話
が
韓
国
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
│
慶
北
高
麗
と
『
記
紀
』
の
出
会
い
を
中
心
に
│

�
成
煥

日
本
言
語
文
化

韓
国
日
本
言
語
文
化
学
会

二
〇
一
四
・
十

17
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
現
れ
た
�
樹
木
�
│
神
代
伝
承
を
中
心
に
│

金
美
善

日
語
日
文
學
研
究

│
２

韓
国
日
語
日
文
学
会

二
〇
一
四
・
十
一

18

日
本
上
代
文
献
神
話
に
現
れ
た
玉
の
象
徴
性
考
察
│
考
古
学
的
遺
物
と
の
相
関
性
を
中
心
に
│

朴
美
京

日
語
日
文
學
研
究

│
２

韓
国
日
語
日
文
学
会

二
〇
一
四
・
十
一

航
路
変
化
で
見
た
高
句
麗
と
倭
の
五
王

金
イ
ン
ホ
ン

史
學
志

檀
国
史
学
会

二
〇
一
四
・
十
二

上
代
神
名
の
称
詞
（
Ⅰ
）
│
金
子
武
雄
の
第
一
類
を
中
心
に

崔
建
植

日
本
研
究

中
央
大
学
校
日
本
研
究
所

二
〇
一
五
・
二

『
古
事
記
』
に
見
え
る
希
望
表
現
に
関
す
る
考
察
│
『
日
本
書
紀
』
の
同
一
記
事
と
の
対
照
を
通
じ
て

李
眞
淵

日
語
日
文
学

大
韓
日
語
日
文
学
会

二
〇
一
五
・
二

22

意
祁
と
袁
祁
二
王
子
の
物
語
考
│
『
古
事
記
』
を
中
心
に

崔
元
載

日
本
語
文
学

日
本
語
文
学
会

二
〇
一
五
・
二

日
本
の
焼
酎
名

許
晃
會

日
本
近
代
学
研
究

韓
国
日
本
近
代
学
会

二
〇
一
五
・
三

玉
を
通
じ
て
み
た
日
本
神
話
│
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
神
代
の
流
れ
よ
り
│

朴
美
京

日
本
學
研
究

檀
国
大
學
校
日
本
研
究
所

二
〇
一
五
・
五

イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
海
神
的
性
格
に
つ
い
て
の
考
察
│
『
古
事
記
』
及
び
『
日
本
書
紀
』
を
中
心
に

朴
信
映

日
語
日
文
學
研
究

│
２

韓
国
日
語
日
文
学
会

二
〇
一
五
・
五

苧
環
型
蛇
婿
入
譚
の
祖
母
嶽
伝
説
と
韓
国
│
鉄
文
化
の
視
点
か
ら
│

金
賛
會

日
本
近
代
学
研
究

韓
国
日
本
近
代
学
会

二
〇
一
五
・
六

「
須
須
保
理

」
に
関
す
る
一
考

李
知
洙

日
本
研
究

韓
國
外
國
語
大
學
校

外
國
學
綜
合
研
究

セ
ン
タ
ー
日
本
研
究
所

二
〇
一
五
・
六

28

古
事
記
に
お
け
る
自
殺
を
め
ぐ
る
一
考
察

朴
美
京

日
本
言
語
文
化

韓
国
日
本
言
語
文
化
学
会

二
〇
一
五
・
六

上
代
日
本
語
の
蟹
摂
借
字
表
記
に
対
す
る
考
察

河
素
偵

日
本
學
報

韓
國
日
本
学
会

二
〇
一
五
・
八

テ
キ
ス
ト
が
あ
ら
し
め
た
『
古
代
』・『
歴
史
』・『
歌
』

神
野
志
隆
光

漢
字
漢
文
研
究

高
麗
大
学
校
漢
字
漢
文
研
究
所

二
〇
一
五
・
八

日
本
神
話
に
現
れ
た
「
死
」
と
「
再
生
」
│
神
話
解
釈
史
の
視
点
か
ら
│

斎
藤
英
喜

日
本
學
研
究

檀
国
大
學
校
日
本
研
究
所

二
〇
一
五
・
九

日
本
上
代
文
献
神
話
に
現
れ
た
�
禊
�
伝
承
お
よ
び
�
海
�
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て

朴
信
映

日
本
学
論
集

慶
煕
大
学
校
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学
科

二
〇
一
五
・
九
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論
文
要
旨
（
年
表
よ
り
抜
粋
）

1
崔
在
喆
「
日
本
文
学
に
現
れ
た
季
節
表
現
の
由
来
│
�
春
秋
優
劣
競
争
�
素
材
を
中
心
に
│
」

（『
日
語
日
文
學
研
究
』

│
２
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
二
月
）

日
本
文
学
の
中
の
季
節
表
現
の
由
来
を
『
古
事
記
』
と
『
万
葉
集
』
か
ら
考
察
し
た
論
。『
古

事
記
』
上
巻
の
序
文
に
、「
秋
津
嶋
」
と
「
秋
」
が
使
わ
れ
、
神
々
の
名
前
、
地
名
な
ど
に
「
秋
」

が
多
用
さ
れ
、
導
入
の
順
序
も
先
ん
じ
て
い
る
の
は
、
農
耕
民
族
と
し
て
收
穫
の
季
節
で
あ
る
秋

が
重
要
だ
と
の
認
識
か
ら
だ
ろ
う
。『
古
事
記
』
中
巻
の
「
春
・
秋
の
兄
弟
」
の
「
求
婚
争
い
の

物
語
」
で
は
、
兄
弟
の
名
前
に
「
春
山
之
霞
」
と
「
秋
山
下
氷
」
な
ど
の
季
節
語
を
用
い
、
兄
弟

に
求
婚
を
競
わ
せ
る
こ
と
で
、「
春
秋
優
劣
論
」
に
火
を
つ
け
た
格
好
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
以
降

『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
源
氏
物
語
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
な
ど
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
「
春
秋
争
い
」
の
始
ま
り
だ
と
い
え
る
。『
万
葉
集
』
巻
八
と
巻
十
は
、
春
・
夏

・
秋
・
冬
の
四
季
別
で
「
雑
歌
」「
相
聞
」
な
ど
に
分
類
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
古

今
和
歌
集
』
以
降
の
四
季
別
の
編
集
体
制
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
万
葉
集
』
巻

一
の
「
雑
歌
」
の
巻
頭
歌
は
春
の
野
原
で
、
作
者
で
あ
る
雄
略
天
皇
が
山
菜
を
摘
む
乙
女
に
求
婚

す
る
歌
で
あ
り
、
同
巻
十
六
番
の
歌
は
額
田
王
が
春
秋
の
優
劣
を
判
別
し
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
十

六
番
の
歌
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
論
述
し
て
い
る
。
古
代
の
日
本
人
は
、
春
の
梅
が
好
き
で
、
夏

に
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
好
ん
で
聴
き
、
秋
に
は
萩
の
花
と
鹿
、
紅
葉
を
楽
し
み
、
特
に
秋

を
好
ん
だ
。
一
方
で
「
春
秋
優
劣
」
の
比
較
で
は
、『
古
事
記
』
の
春
秋
の
兄
弟
の
争
い
で
弟
の

春
霞
の
方
が
勝
者
と
な
り
、『
万
葉
集
』
で
は
、
秋
の
紅
葉
を
好
ん
だ
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
『
万
葉
集
』
の
秋
の
表
現
は
、
以
降
の
『
古
今
和
歌
集
』
の
雰
囲
気
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

日
本
文
学
の
季
節
表
現
の
由
来
は
、
中
国
の
古
典
の
影
響
の
も
と
で
出
発
し
て
以
来
、
古
代
文
学

で
い
ち
早
く
季
節
別
に
よ
る
詩
歌
の
分
類
と
「
春
秋
優
劣
」
を
競
う
な
ど
の
特
徴
を
持
っ
て
お

り
、
多
様
に
展
開
さ
れ
て
き
た
、
と
結
論
づ
け
た
。

3
�
昌
秀
「
古
代
日
本
の
文
字
文
化
展
開
と
韓
国
系
移
住
民
に
関
す
る
研
究
」（『
ア
ジ
ア
太
平
洋

研
究
』

│
１
、
慶
煕
大
学
校
国
際
地
域
研
究
院
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

古
代
日
本
に
お
け
る
漢
字
文
化
の
流
入
過
程
を
時
期
的
に
区
分
し
、
発
掘
さ
れ
た
文
字
と
上
代

文
献
に
現
れ
た
日
本
の
知
識
水
準
と
、
そ
の
作
業
に
直
接
的
に
加
担
し
た
と
見
ら
れ
る
韓
国
系
移

住
民
の
活
躍
像
を
導
き
出
し
た
。
ま
ず
発
掘
文
字
に
現
れ
た
日
本
の
文
字
文
化
は
、
中
国
ま
た
は

韓
半
島
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
文
明
圏
下
に
展
開
し
た
文
字
の
疎
通
過
程
で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
日
本
列
島
の
国
家
や
社
会
の
成
熟
と
関
係
な
く
、
外
部
に
あ
っ
た
特
殊
記
号
と
し
て
国

際
関
係
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
で
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
出
土
史
料
と
文
献
上
で

見
る
時
、
文
字
が
地
方
に
ま
で
通
用
し
、
そ
れ
に
と
も
な
う
文
字
文
化
が
本
格
的
に
展
開
し
た
時

期
は
七
世
紀
後
半
以
後
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
日
本
列
島
各
地
に
短
期
間
に
急
速
に
普

及
し
た
文
字
文
化
は
東
ア
ジ
ア
先
進
文
明
と
渾
然
一
体
に
な
っ
て
全
国
的
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
代
日
本
社
会
で
の
韓
国
系
移
住
民
の
活
躍
が
、
単
純
に
実
務
的
な
機
能

に
留
ま
ら
ず
中
央
と
地
方
で
の
学
問
と
そ
れ
を
土
台
に
し
た
文
字
文
化
と
精
神
世
界
形
成
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
し
た
が
っ
て
上
代
文
献
の
成
立
に
は
文
字
の
導
入
以
後
、

高
度
な
文
字
活
用
能
力
と
知
識
、
そ
し
て
文
章
力
を
持
っ
た
韓
国
系
移
住
民
の
活
躍
が
そ
の
背
景

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

6
朴
正
義
「『
古
事
記
』
に
あ
ら
わ
れ
た
黄
泉
国
」（『
日
本
學
報
』

、
韓
國
日
本
学
会
、
二
〇

一
四
年
五
月
）

『
古
事
記
』
の
黄
泉
国
は
、
古
代
中
国
の
知
識
が
加
味
さ
れ
た
「
黄
泉
」＝

「
死
の
世
界
」
と
い

33
『
古
事
記
』
に
現
れ
た
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
神
像

閔
丙
勳

日
本
語
文
學

韓
国
日
本
語
文
学
会

二
〇
一
五
・
九

上
代
神
名
の
称
詞
（
Ⅱ
）
│
金
子
武
雄
の
第
二
類
・
第
三
類
を
中
心
に

崔
建
植

比
較
日
本
学

漢
陽
大
学
校
日
本
学
国
際
比
較
研
究
所

二
〇
一
五
・
九

「
人
文
学
」
と
「
日
本
研
究
」
と
「
和
」
の
思
想

鎌
田
東
二

日
本
研
究

釜
山
大
学
校
日
本
研
究
所

二
〇
一
五
・
十
一

36
『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
に
現
れ
た
老
人
像

趙
幼
美

日
語
日
文
學
研
究

│
２

韓
国
日
語
日
文
学
会

二
〇
一
五
・
十
一

武
内
宿
禰
伝
承
の
形
成
と
大
臣
制

李
在
碩

漢
城
史
学

漢
城
史
学
会

二
〇
一
五

田中 千晶：韓国における『古事記』研究（六）（２５）



う
前
提
で
、「
死
の
世
界
」
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
『
古
事
記
』
の
黄
泉
国
は
単
に
伊

邪
那
美
が
死
ん
で
行
く
世
界
で
あ
る
だ
け
で
、
人
間
が
死
ん
で
行
く
「
死
の
世
界
」
を
語
ら
な
か

っ
た
。
結
果
的
に
、『
古
事
記
』
テ
キ
ス
ト
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
黄
泉
国
に
過
ぎ
な
い
。『
古
事
記
』

創
世
神
話
は
、
葦
原
中
国
が
他
界
と
の
関
係
と
と
も
に
作
り
出
す
過
程
を
語
る
も
の
で
、
こ
の
よ

う
な
流
れ
で
黄
泉
国
も
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
黄
泉
国
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
暗
い
」「
罪
と

禍
」
と
は
『
古
事
記
』
テ
キ
ス
ト
で
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
単
に
「
穢
」
の
世
界
だ

け
だ
。
黄
泉
国
の
「
穢
」
と
は
最
初
か
ら
存
在
す
る
黄
泉
国
の
性
格
で
あ
り
、
黄
泉
国
は
「
穢
」

の
世
界
と
し
て
葦
原
中
国
と
の
関
係
に
存
在
し
て
い
る
。「
国
稚
」
で
始
ま
っ
た
「
国
」
が
「
穢
」

の
世
界
で
あ
る
黄
泉
国
と
遮
断
さ
れ
て
葦
原
中
国
と
い
う
名
称
で
具
体
的
に
現
れ
、
黄
泉
国
の

「
穢
」
を
「
禊
祓
」
で
無
く
し
て
清
浄
の
国
に
な
り
、
将
来
に
天
皇
が
統
治
す
る
理
想
的
世
界
と

し
て
の
国
に
発
展
す
る
。
こ
れ
を
成
し
と
げ
た
イ
ザ
ナ
キ
は
「
伊
邪
那
岐
命
」
か
ら
「
伊
邪
那
岐

大
御
神
」
に
な
っ
て
『
古
事
記
』
で
痕
跡
を
な
く
す
。
黄
泉
国
の
主
題
は
「
死
」
で
は
な
く
て

「
穢
」
で
あ
り
、
葦
原
中
国
を
現
わ
す
世
界
と
し
て
、
黄
泉
国
は
『
古
事
記
』
に
あ
る
。

8
朴
美
京
「『
古
事
記
』
須
佐
之
男
命
の
神
格
再
考
│
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
中
心
に
」（『
東
ア
ジ
ア

古
代
学
』

、
東
ア
ジ
ア
古
代
学
会
、
二
〇
一
四
年
六
月
）

近
年
の
〈
読
み
〉
研
究
の
観
点
か
ら
コ
ン
テ
ク
ス
ト
連
結
上
不
自
然
だ
と
い
う
理
由
で
ス
サ
ノ

オ
と
は
別
個
の
独
立
し
た
神
話
と
見
な
さ
れ
て
き
た
〈
五
穀
起
源
神
話
〉
も
含
め
、
そ
の
実
体
糾

明
を
取
り
巻
く
数
多
く
の
論
議
が
あ
っ
た
ス
サ
ノ
オ
の
神
格
に
対
す
る
再
検
討
を
試
み
た
も
の
。

既
存
の
研
究
が
、『
古
事
記
』
の
文
脈
を
無
視
し
て
彼
が
活
躍
す
る
舞
台
を
中
心
に
機
械
的
で
図

式
的
に
把
握
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
限
界
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
間
見
過
ご
さ
れ
て
き

た
『
古
事
記
』
の
「
善
」「
悪
」
の
概
念
に
対
し
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、『
古
事
記
』
の

「
善
」「
悪
」
は
高
天
原
側
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
い
て
、
結
果
的
に
高
天
原
側
の
た

め
の
も
の
が
「
善
」
で
あ
り
、
そ
う
で
は
な
い
の
は
「
悪
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
五
穀
起
源
神
話
〉
を
含
ん
だ
『
古
事
記
』
の
ス
サ
ノ
オ
の
神
格
を
『
古
事

記
』
外
の
善
悪
の
論
理
で
は
把
握
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、『
古
事

記
』
の
ス
サ
ノ
オ
は
彼
が
活
躍
す
る
空
間
と
は
関
係
が
な
く
一
貫
し
て
〈
強
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

持
っ
て
い
る
神
〉
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
が
、
す
で
に
〈
五
穀
起
源
神
話
〉
を
境
界
に
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
現
の
姿
に
変
化
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
ア
マ
テ
ラ
ス
を
は
じ
め

と
す
る
高
天
原
の
神
々
に
〈
ハ
ラ
エ
〉
と
い
う
祓
除
儀
式
を
行
っ
た
ス
サ
ノ
オ
は
〈
五
穀
起
源
神

話
〉
を
開
始
以
後
、
彼
が
持
っ
て
い
る
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
高
天
原
側
の
た
め
に
だ

け
使
う
こ
と
に
な
る
。『
古
事
記
』
の
ス
サ
ノ
オ
の
存
在
意
義
と
そ
の
編
纂
意
図
（
目
的
）
は
ま

さ
に
こ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
、
と
論
じ
た
。

12
朴
信
映
「
日
本
上
代
文
献
神
話
に
現
れ
た
�
海
�
の
イ
メ
ー
ジ
│
『
古
事
記
』
上
巻
お
よ
び

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
中
心
に
│
」（『
日
語
日
文
學
研
究
』

│
２
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、

二
〇
一
四
年
八
月
）

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
神
話
は
天
照
大
神
の
存
在
と
天
孫
降
臨
等
の
モ
チ
ー
フ
か
ら

み
て
、
表
面
的
に
は
天
上
の
世
界
、
即
ち
高
天
原
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、『
古

事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
神
話
の
初
頭
で
主
に
描
写
し
て
い
る
世
界
の
形
は
、
海
を
思
い
浮
か

ば
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
所
々
に
海
と
関
係
の
あ
る
、
ま
た
は
海
を
背
景
に
し
た
様
々
な
伝

承
が
登
場
す
る
。『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
海
と
関
連
し
た
伝
承
を
調
べ
た
結
果
、
両
文

献
と
も
表
面
的
に
は
天
神
観
が
強
い
が
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
は
海
と
関
連
が
深
い
伝
承
が
数
多
く
存

在
し
た
。
特
に
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
は
海
が
持
つ
生
成
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
始
ま
る
。
以
後
、

天
と
対
立
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
経
て
、
天
に
力
を
合
わ
せ
結
合
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
変
化
す
る
。
海
が

天
に
力
を
合
わ
せ
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
伝
承
は
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
殆
ん
ど
類

似
し
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
「
山
幸
と
海
幸
」
の
伝
承
で
あ
る
。「
山
幸
と
海
幸
」
の
伝
承
は

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
及
び
一
書
で
ほ
と
ん
ど
類
似
し
た
形
で
描
写
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
神
話
が
互
い
に
一
致
し
な
い
場
合
が
多
い
と
い
う

点
を
考
え
て
み
れ
ば
、
か
な
り
強
い
意
義
を
も
っ
て
挿
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
を
精

査
し
て
み
る
と
天
と
海
の
対
立
と
い
う
よ
り
、
天
が
す
る
こ
と
に
海
が
力
を
合
わ
せ
る
と
い
う
構

造
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
が
共
通
的
に
描
こ
う
と
し
た
海

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。

16
�
成
煥
「
日
本
神
話
が
韓
国
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
│
慶
北
高
麗
と
『
記
紀
』
の
出
会
い
を
中

心
に
│
」（『
日
本
言
語
文
化
』

、
韓
国
日
本
言
語
文
化
学
会
、
二
〇
一
四
年
十
月
）

甲南女子大学研究紀要第 54号 文学・文化編（2018年 2月） （２６）



高
麗
の
高
天
原
祭
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
。
高
麗
は
日
本
植
民
地
時
代
に
任
那
日
本

府
と
仮
定
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
記
念
碑
が
日
本
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
伽
耶
王
朝
の
華
麗
な
文

化
の
子
孫
と
し
て
、
そ
れ
は
高
麗
人
の
屈
辱
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
誇
り
を
回
復
す
る

た
め
に
、
彼
ら
は
攻
撃
の
理
論
に
日
本
の
神
話
を
利
用
し
た
。
そ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
高
天
原
の

所
在
は
高
麗
で
あ
り
、
日
本
の
皇
室
は
高
麗
の
子
孫
で
あ
る
。
理
論
化
と
儀
式
化
に
よ
っ
て
、
彼

ら
は
高
麗
を
国
家
の
誇
り
と
し
て
宣
伝
し
た
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
運
動
の
努
力
で
、
高
天
原

は
伽
耶
大
学
に
建
設
さ
れ
、
毎
年
春
に
高
天
原
祭
を
開
催
し
て
い
る
。
高
天
原
祭
の
間
に
韓
日
共

同
の
会
議
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
高
天
原
祭
は
、
高
麗
人
の
新
た
な
伝
統
で
あ
る
。
ま

た
、
高
麗
が
日
本
の
神
話
と
高
麗
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
絶
え
ず
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
神
話
の
一
部
が
地
域
社
会
に
定
着
し
た
。
し
か
し
、
高
天
原
論
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
記
述
は
、

ほ
と
ん
ど
客
観
性
が
な
い
。
高
天
原
運
動
は
、
一
人
の
主
導
に
よ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ

の
動
き
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
我
々
は
そ
の
変
化
を
注
意
深
く
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
論

で
あ
る
。

17
金
美
善
「『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
現
れ
た
�
樹
木
�
│
神
代
伝
承
を
中
心
に
│
」（『
日
語

日
文
學
研
究
』

│
２
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
）

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
の
伝
承
に
現
れ
て
い
る
「
木
（
樹
・
木
）」
の
モ
チ
ー
フ

は
、
天
上
世
界
・
地
上
世
界
・
地
下
世
界
を
つ
な
ぐ
「
疎
通
」
や
「
移
動
」
の
媒
介
物
と
し
て
、

そ
し
て
あ
る
い
は
神
た
ち
の
避
難
先
、
あ
る
い
は
神
々
が
派
遣
す
る
使
者
の
神
聖
な
初
降
臨
地
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
木
」
は
、
木
そ
の
ま
ま
の
姿
で
伝
承
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
が
、
柱
や
千
木
の
よ
う
な
木
材
の
変
形
形
態
と
し
て
も
書
か
れ
、
天
上
・
地
上
・
地
下
と
い
う

そ
れ
ぞ
れ
違
う
世
界
へ
の
疎
通
や
移
動
の
観
念
の
産
物
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
国

土
の
三
分
の
二
が
森
林
で
、
そ
の
森
林
と
歴
史
を
共
に
し
て
き
た
人
々
で
あ
る
か
ら
こ
そ
イ
メ
ー

ジ
化
で
き
る
観
念
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
上
田
正
昭
に
よ
る
と
「
日
本
の
神
観
念
の
特
徴
の
一
つ

と
し
て
去
来
性
と
遊
行
性
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
日
本
の
神
は
、
常
住
不
変
の
性
格
を
持
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
い
つ
も
移
動
し
て
崇
拝
さ
れ
な
が
ら
成
長
す
る
」
と
い
う
。
そ
の
時
、
神
た
ち
が

移
動
通
路
の
た
め
に
頼
る
所
が
「
木
」
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
「
木
」
は
神
た
ち
が
鎮
座
す
る

神
木
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
木
」
が
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
伝
承
で
は
天

上
・
地
上
・
地
下
と
い
う
空
間
の
中
で
神
の
疎
通
や
移
動
の
た
め
の
観
念
の
産
物
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
化
さ
れ
、
古
代
日
本
人
た
ち
に
と
っ
て
畏
敬
や
崇
拝
の
象
徴
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

18
朴
美
京
「
日
本
上
代
文
献
神
話
に
現
れ
た
玉
の
象
徴
性
考
察
│
考
古
学
的
遺
物
と
の
相
関
性
を

中
心
に
│
」（『
日
語
日
文
學
研
究
』

│
２
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
）

日
本
神
話
の
玉
と
日
本
の
遺
跡
出
土
の
玉
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
。
ま
ず
、
神
話

の
玉
に
関
す
る
字
の
字
典
的
な
分
析
と
、
タ
マ
に
関
す
る
辞
書
的
な
分
析
を
し
た
。
そ
の
上
で
、

神
話
に
現
れ
た
玉
を
示
す
用
語
を
抽
出
し
、
そ
の
形
に
関
す
る
考
古
学
的
名
称
を
と
ら
え
た
。
そ

し
て
、
考
古
学
で
の
遺
物
と
し
て
の
意
味
に
基
づ
き
、
神
話
上
の
玉
の
持
つ
象
徴
性
を
二
つ
に
分

類
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
装
飾
的
意
味
の
玉
と
し
て
、
イ
ザ
ナ
キ
が
ア
マ
テ
ラ
ス
に
譲
る
首
飾
り
の

「
御
頸
珠
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
装
飾
す
る
目
的
は
稜
威
を
象
徴
す
る
た
め
で
あ
る
。
玉
の

持
つ
霊
的
な
能
力
に
よ
っ
て
、
首
長
と
し
て
の
権
力
が
保
て
る
。
こ
の
よ
う
な
古
代
の
様
相
は
、

古
墳
出
土
の
玉
と
そ
の
考
古
学
的
な
見
解
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
サ
ノ
オ
と
ア

マ
テ
ラ
ス
の
「
誓
約
」
段
に
も
「
曲
玉
」
と
い
う
形
で
玉
の
霊
力
が
現
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と

つ
、
祭
祀
的
意
味
の
玉
は
、「
天
岩
屋
戶
」
の
ア
マ
テ
ラ
ス
を
招
魂
す
る
祭
式
と
も
す
る
神
話
の

中
で
、
祭
儀
的
な
道
具
と
し
て
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
日
本
の
遺
跡
の
中
で
は
、
玉
が
発
見
さ
れ

た
祭
祀
の
跡
を
、
四
・
五
世
紀
の
祭
祀
遺
跡
と
し
て
認
め
て
い
る
。
こ
の
考
古
学
的
見
解
と
と
も

に
、
神
話
に
現
れ
た
祭
祀
玉
の
様
相
を
多
角
的
に
見
た
。
古
代
人
に
と
っ
て
玉
は
、
そ
の
稀
な
物

質
的
価
値
ま
で
も
、
首
長
た
る
も
の
の
持
つ
貴
重
な
装
飾
品
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
質
に
よ

っ
て
異
な
る
神
秘
的
な
光
ま
で
も
、
霊
的
な
力
が
発
揮
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
そ
れ
で
、
稜
威
を
表
す
た
め
に
も
、
死
ん
だ
後
の
霊
魂
を
守
る
た
め
に
も
、
遺
体
に
飾
ら

れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
を
祭
る
祭
式
に
は
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
必
須
的
な
祭
儀
道
具
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
文
献
神
話
の
記
録
と
、
考
古
学
的
成
果
で
あ
る
遺
物
と
の
か
か
わ

り
あ
い
を
中
心
に
、
タ
マ
の
持
つ
象
徴
性
を
考
察
し
た
。

22
崔
元
載
「
意
祁
と
袁
祁
二
王
子
の
物
語
考
│
『
古
事
記
』
を
中
心
に
」（『
日
本
語
文
学
』

、

日
本
語
文
学
会
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

田中 千晶：韓国における『古事記』研究（六）（２７）



『
古
事
記
』
に
お
け
る
オ
ケ
・
ヲ
ケ
二
王
子
の
物
語
の
作
品
的
特
異
性
を
考
察
し
た
。
ま
ず
、

二
王
子
の
流
離
と
苦
難
の
物
語
は
、
王
位
継
承
争
い
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
見
、
そ
こ
か
ら
は

政
治
的
背
景
が
窺
わ
れ
な
い
が
、
前
後
の
物
語
や
系
譜
的
記
事
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
ま
ぎ
れ
も

な
い
王
位
継
承
争
い
の
物
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
つ
目
に
、
清
寧
記
に
お
け
る
名
告
り
の

詞
章
は
、
履
中
天
皇
と
い
う
偉
大
な
統
治
者
を
先
頭
に
お
い
て
系
譜
を
一
々
唱
え
て
い
く
こ
と

で
、
様
式
化
さ
れ
た
権
威
的
な
表
現
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
二
王
子
が
新

た
な
王
と
し
て
の
資
格
を
持
つ
正
当
な
王
位
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
三
つ
目
に
、『
古
事
記
』
下
巻
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
思
想
的
な
立
場
が
貫
か
れ
て

い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
仁
徳
の
王
統
を
継
ぐ
履
中
系
は
、
有
徳
の
君
主
と
し
て
好
意

的
に
描
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
允
恭
系
は
、
不
義
、
残
虐
さ
な
ど
と
い
っ
た
悪
い
イ
メ
ー
ジ
で
描

か
れ
て
い
る
。
四
つ
目
に
、『
古
事
記
』
で
の
イ
ヒ
ト
ヨ
の
位
相
は
、
オ
ケ
・
ヲ
ケ
二
王
子
の
即

位
実
現
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
履
中
系
の
保
証
の
た
め
に
機
能
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。『
古
事
記
』
の
オ
ケ
・
ヲ
ケ
二
王
子
の
物
語
は
、
有
徳
の
天
皇
と
し
て
の
資
質
を
兼

備
し
た
履
中
系
の
復
活
の
物
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
た
。

28
朴
美
京
「
古
事
記
に
お
け
る
自
殺
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
日
本
言
語
文
化
』

、
韓
国
日
本
言

語
文
化
学
会
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

従
来
の
研
究
が
見
過
ご
し
て
き
た
自
殺
に
注
目
し
、
と
り
わ
け
『
古
事
記
』
に
お
け
る
自
殺
を

中
心
に
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
内
容
や
表
現
方
式
と
も
比
較
・
対
照
を
加
え
な
が
ら
『
古
事
記
』

に
現
れ
た
自
殺
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
自
殺
を
通
し
て
『
古
事
記
』
は
何

を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。『
古
事
記
』
に
現
れ
た
自
殺
の
事
例
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
自
殺
の
裏
に
は
共
通
し
て
王
権
の
論
理
と
い
う
政
治

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
強
い
ら
れ
た
面
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
結
局
、『
古
事
記
』

は
既
存
の
伝
承
を
王
権
の
論
理
に
合
わ
せ
て
『
古
事
記
』
に
お
け
る
自
殺
を
美
化
し
、
あ
る
べ
き

理
想
像
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
積
極
的
に
王
権
の
論
理
を
貫
こ
う
と
し
た
作
品
と
し
て

の
一
面
を
も
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
本
研
究
は
『
古
事
記
』
に
お
け
る
自
殺
の
意
味
を
み
き
わ

め
る
こ
と
で
、
テ
キ
ス
ト
の
本
質
に
近
づ
こ
う
と
し
た
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て

き
た
自
殺
に
着
眼
し
、
主
に
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
『
古
事
記
』
と
い
う
作
品
を
読
み
な
お
し
た

と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

33
閔
丙
勳
「『
古
事
記
』
に
現
れ
た
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
神
像
」（『
日
本
語
文
學
』

、
韓
国
日
本
語

文
学
会
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

大
国
主
神
の
神
話
に
は
、
絶
対
弱
者
だ
っ
た
者
が
試
練
を
通
じ
て
、
窮
極
的
に
は
支
配
者
に
生

ま
れ
変
わ
る
過
程
が
生
々
し
く
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
実
に
多
様
な
素
材
を
採
用
し
て
構
築
し
て

お
り
、
一
人
の
人
物
を
主
人
公
と
す
る
完
全
な
形
の
物
語
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
生
ま
れ
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
な
い
点
は
、
神
話
の
主
要
神
で
あ
る
天
照
大
御
神
や
須
佐
之

男
、
火
遠
理
と
は
異
な
る
が
、
少
年
か
ら
大
人
へ
の
通
過
儀
礼
を
想
像
さ
せ
る
、
八
上
姫
へ
の
求

婚
譚
か
ら
、
八
十
神
に
よ
る
迫
害
と
逃
走
、
根
の
国
に
お
け
る
須
佐
之
男
に
よ
る
試
練
と
克
服
、

そ
し
て
出
雲
へ
の
帰
還
と
支
配
へ
と
続
く
話
の
構
造
は
、
物
語
文
学
の
先
駆
と
し
て
も
遜
色
の
な

い
も
の
と
い
え
よ
う
。
神
話
の
は
じ
め
に
は
、
大
国
主
が
ど
の
よ
う
な
血
筋
で
あ
れ
、
権
座
を
占

め
る
の
は
不
可
能
な
立
場
に
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
を
従
者
と
し
て
連
れ

出
す
兄
弟
た
ち
の
性
情
を
悪
辣
窮
ま
り
な
い
者
に
描
き
、
呼
称
に
お
い
て
も
、
一
人
一
人
に
特
定

の
名
を
与
え
ず
、
た
だ
多
数
を
表
す
「
八
十
神
」
と
、
引
っ
括
め
て
登
場
さ
せ
、
そ
の
地
位
を
推

さ
れ
る
よ
う
な
言
及
が
な
い
の
は
、
他
の
神
話
と
全
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
か

ら
は
、
結
局
、
迫
害
さ
れ
る
者
の
品
格
が
迫
害
す
る
者
と
は
正
反
対
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
試

練
の
克
服
を
通
じ
て
権
力
者
に
生
ま
れ
変
わ
る
一
連
の
過
程
を
穏
当
な
も
の
に
す
る
た
め
の
作
意

を
そ
こ
に
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
大
国
主
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
女
性
に
支
え
ら
れ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
八
十
神
に
よ
る
二
回
に
わ
た
る
惨
殺
か
ら
蘇
生
し
、
偉
大

な
神
の
力
を
手
に
い
れ
る
過
程
に
は
、
母
親
と
女
性
の
助
け
が
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
大
国
主
の
死
と
再
生
と
成
長
に
は
、
男
女
の
性
的
交
渉
を
思
わ
せ
る
原
色
的
な
描
写
が

多
々
確
認
さ
れ
る
。
一
見
、
猥
褻
と
も
と
れ
る
よ
う
な
内
容
だ
が
、
実
は
、
こ
れ
は
絶
え
ず
に
、

大
国
主
に
再
生
力
と
新
し
い
力
を
吹
き
込
む
た
め
の
方
便
と
考
え
ら
れ
る
。
性
的
交
渉
に
象
徴
さ

れ
る
復
活
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

36
趙
幼
美
「『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
に
現
れ
た
老
人
像
」（『
日
語
日
文
學
研
究
』

│
２
、

韓
国
日
語
日
文
学
会
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
）

甲南女子大学研究紀要第 54号 文学・文化編（2018年 2月） （２８）



古
代
日
本
に
お
い
て
老
人
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書

紀
』
を
分
析
対
象
と
し
て
調
査
し
た
。『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
の
中
で
は
、
老
人

と
し
て
登
場
す
る
人
物
を
示
す
漢
字
と
し
て
主
に
「
老
」
と
「
耆
」
を
使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
人

物
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
得

ら
れ
た
特
徴
を
、
時
間
の
経
過
と
合
わ
せ
次
の
よ
う
に
四
つ
に
分
け
て
再
構
成
し
た
。
第
一
に
、

土
着
勢
力
の
象
徴
と
し
て
出
現
す
る
人
物
で
あ
り
、
時
期
的
に
は
神
代
か
ら
第
二
十
三
代
顕
宗
天

皇
の
時
期
ま
で
で
あ
る
。
第
二
は
、
天
皇
家
の
支
配
理
念
に
役
目
を
果
た
す
人
物
で
あ
り
、
顕
宗

天
皇
紀
に
の
み
出
現
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
記
事
に
は
特
定
人
物
の
記
述
は
見
当
た
ら
ず
、「
国

の
す
べ
て
の
老
人
」
と
一
般
化
さ
れ
た
非
特
定
多
数
の
老
人
の
記
事
が
多
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら

を
合
わ
せ
て
第
三
の
特
徴
と
し
て
区
別
し
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
位
置
変
動
は
、
天
武
・
持
統

天
皇
時
期
に
至
っ
て
新
た
な
認
識
が
定
着
し
始
め
た
。
天
武
・
持
統
天
皇
紀
に
多
く
記
述
さ
れ
て

い
る
、
保
護
の
対
象
と
し
て
の
老
人
を
第
四
の
特
徴
と
し
た
。
老
人
に
対
し
て
国
家
的
に
物
質
的

援
助
を
し
始
め
た
認
識
は
、
律
令
が
制
定
さ
れ
、
制
度
的
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
律
令
の
制
作
に

は
、
外
国
の
制
度
を
参
考
に
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
期
、
老
人
へ
の
国
家
的
援
助
が
行
わ
れ
始

め
た
の
は
外
国
で
の
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
反
映
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
老
人
に

対
し
て
保
護
の
対
象
及
び
奉
養
の
対
象
と
法
的
に
指
定
し
た
の
は
、
天
皇
家
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ

た
理
念
で
あ
り
、
七
世
紀
以
前
と
以
後
を
分
け
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
結
論
づ
け

た
。注⑴

魯
成
煥
「
神
話
学
か
ら
見
た
韓
国
の
記
紀
研
究
」（『
國
文
學

解
釈
と
教
材
の
研
究
』

│
１

學

燈
社

二
〇
〇
六
年
一
月
）

⑵

研
究
動
向
に
関
し
て
は
注
⑴
及
び
、
金
祥
圭
「
韓
国
に
お
け
る
日
本
神
話
研
究
の
現
状
」（『
古
事
記

年
報
』

古
事
記
学
会

二
〇
〇
四
年
一
月
）
を
参
照
し
た
。

⑶

田
中
千
晶
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
一
）
│
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
二
年
の
学
術
論
文
を

中
心
に
│
」（『
水
門
』

勉
誠
出
版

二
〇
一
三
年
一
〇
月
）、
同
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研

究
（
二
）
│
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
六
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要

文

学
・
文
化
編
』

二
〇
一
四
年
三
月
）、
同
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
三
）
│
二
〇
〇
七

〜
二
〇
〇
九
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要

文
学
・
文
化
編
』

二

〇
一
五
年
三
月
）、
同
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
四
）
│
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
一
年
の
学
術

論
文
を
中
心
に
│
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要

文
学
・
文
化
編
』

二
〇
一
六
年
三
月
）、
同

「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
五
）
│
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
」

（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要

文
学
・
文
化
編
』

二
〇
一
七
年
三
月
）

⑷

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
韓
国
教
育
学
術
情
報
院
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
韓
国
内
学
術
誌
論
文
、
海
外
学
術
誌

論
文
、
学
位
論
文
、
単
行
本
、
学
術
誌
な
ど
を
検
索
で
き
る
。
韓
国
内
の
学
会
及
び
大
学
附
設
の
研
究

所
が
発
行
す
る
学
術
誌
の
論
文
は
約
三
五
〇
万
件
、
学
位
論
文
は
約
一
一
四
万
件
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
収
録
数
は
二
〇
一
三
年
十
二
月
末
基
準
）http://w

w
w
.riss.kr/index.do

⑸

Ｋ
Ｓ
Ｉ
韓
国
学
術
情
報
（K

orean
Studies

Inform
ation,K

SI

）
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
韓
国
内
一

二
〇
〇
余
の
学
会
及
び
研
究
所
と
著
作
権
契
約
を
し
て
お
り
、
学
会
誌
及
び
研
究
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ

た
約
九
〇
万
件
の
論
文
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
収
録
し
て
い
る
。http://w

w
w
.papersearch.net/

⑹

N
urim

edia

社
が
韓
国
最
大
の
書
店
・
教
保
書
店
と
と
も
に
提
供
す
る
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
約

一
七
〇
万
件
の
論
文
、
一
八
〇
〇
種
の
刊
行
物
を
収
録
（
二
〇
一
四
年
三
月
基
準
）。http://w

w
w
.

dbpia.co.kr/

⑺

二
〇
一
七
年
十
二
月
十
五
日
現
在
。
漢
字
「
古
事
記
」
も
ハ
ン
グ
ル
表
記
「
�
�
�
」
も
同
数
の
二

七
七
件
で
あ
る
。

⑻

韓
国
の
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
人
研
究
者
の
論
文
を
含
む
。

⑼

年
表
に
は
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
論
文
も
掲
載
し
た
。
要
旨
は
、
原
則
と
し
て
韓
国
人
名
の
筆
者
に

よ
る
論
文
を
選
択
し
、
私
に
翻
訳
し
要
約
あ
る
い
は
筆
者
に
よ
る
要
旨
を
簡
略
化
し
た
。
論
文
名
等
は

適
宜
日
本
語
に
変
え
た
。

田中 千晶：韓国における『古事記』研究（六）（２９）



“Kojiki” Studies in South Korea（6）
──Academic papers from 2014 to 2015──

TANAKA Chiaki

Abstract: In this article, I introduce the study of “Kojiki” researches in South Korea. I will analyze the aca­

demic papers on “Kojiki” after 2000. South Korea has worked on its researches in full scale the 1980’s.

The similarity of the myths of Japan and South Korea, and the descriptions of the Korean Peninsula have

been discussed there.

Key Words: Kojiki, Nihonshoki, South Korea

要旨：韓国においては、近代に入ってから『古事記』の研究が始められた。朝鮮半島に関する記述の
存在、神話の類似性などが研究対象として関心を持つ理由であり、本格的に研究が進展してきたのは
1980年代以降である。その研究方法は大きく次の二つに分けることができる。一つは日韓の神話を
比較し、日本にいかに文化的影響を与えたかを解明する研究、今一つは『古事記』『日本書紀』の特
殊性をそれぞれのテキストに分離して探る研究である。方法の異なる両者を結び、且つ韓国の『古事
記』研究の転機となった研究が、魯成煥『日本神話の研究』（報告社、2002年 9月）といえる。本稿
ではこの『日本神話の研究』を転換点とみなし、刊行前夜にあたる 2000年以降、どのような視覚か
ら『古事記』が研究されているのかについて、韓国内における学術論文を紹介する。

キーワード：古事記、日本書紀、上代文献、韓国

甲南女子大学研究紀要第 54号 文学・文化編（2018年 2月） （３０）


